
足で弾くからこそ、
呼吸と休符を大切に

—今回は、バンドの中での

ベースの役割や重要性などにつ

いてをうかがいたいと思います。

バンドの中で、ベース・パートに

ついて心がけていることはあり

ますか？

須藤 満　ベーシストに求められ

る要素って、バンドや編成によっ

ても変わってきます。もちろん

リズムは重要だし、単音楽器だ

からハーモニーに関係ないかと

いえばそうではなくて、上で鳴っ

ているサウンドを感じながら弾

かないと楽しくない。ベースラ

イン自体はメロディーだから、そ

れが歌えていないといいベース

ではないと思っているから、あら

ゆる要素に心配りが必要だと思

いますね。

窪田 宏　いつも言っていますけ

ど、足のベースというのは、本物

のベーシストに失礼なわけです

よ。ベーシストが手で一生懸命

弾いているのに、こっちは足で

やって。だから、まずそこは謝っ

ておきたい（笑）。それをふまえ

た上で大切なのは、呼吸ですか

ね。安易なベースを足で弾くの

ではなくて、休符を大切にする、

ということも心がけています。

休符の取り方でグ

ルーヴがぜんぜん

変わってきますか

ら。エレクトーン

の人は、まずメロ

ディーを弾きたい

と思うだろうし、

その後コードがき

て、ベースという

のは一番最後。で

もぼくは、逆だろ

うと 思 う。 ま ず

ベ ー ス が

しっかりと

して、次に

リ ズ ム が

きて、コードがきて、最

後においしいものとして

メロディーを乗っけると。

—ベースというのは、

音楽の芯だと。

須藤　その楽曲の芯に

なっていたいという気持

ちはありますね。

窪田　車でも、足回りが

しっかりしていないと、

安定して走れませんから

ね。

—実際にベースライ

ンというのはどうやって

作っていくのですか？

須藤　曲によっても違っ

てくるんですけど、リズ

ミックなものだったら、

そのリズムとコード進行

の中で、自分がどの音程

を使うかという発想でデ

ザインしていくだろうし、

メロディアスなベースラ

インが求められる曲だっ

たら、それはある意味作

曲に近くなってきますよ

ね。だからケース・バイ・ケース

です。

窪田　 曲が 生きるも死ぬも、

ベースによって大きく変わっ

てくるので、試行錯誤しながら

作ってます。音色でも変わって

くるし。

音符の長さ…
切るポイントがリズム感
の善し悪しに

—では、演奏する上で注意す

べきことはありますか？

須藤　ルート（根音）を拾わな

いことは、なるべくやめたほうが

いいですよ（笑）。コードが変

わっちゃうから。基本的には、小

節の頭はルートを弾きましょう。

でも曲の中で、あえて3度の音を

ぶつけるとか、そういう

のも方向性としては面白

い。

窪田　実は、一番難しい

のは4 分音符なんです。

8 分 や 16 分 や 32 分は、

練習すれば弾けるんだけ

ど、4分音符というのは、

その人のリズム感の善し

悪しが出るんです。だか

ら4分音符を大切にして

ほしいですね。

須藤　ベースを始めた

ころに、メトロノームを

＝ 20ぐらいに遅くし

て、1拍の間に4 分音符

を4回弾くという練習を

しました。これが難し

い。あと、ベースって、

弾くポイントも重要です

けど、切る

ポイントも

重要なんで

す。音符の

長さをどう

取るか。そ

れもリズム

感 の 善 し

悪しになっ

て出てきま

す。

窪田　足の場合は、

アクションが大き

すぎると、音と音の

間に隙間ができて

しまうので、そこに

も注意して練習し

たほうがいいですね。

—ベースラインを研究するの

に、オススメのベーシストとかは

いますか？

須藤　いろいろなタイプの人を

聴くことだと思います。そうす

ると、あ、こういうやり方もある

んだ、というふうに自分の引出し

も増えていきますから。違うベー

シストが弾いている、同じ曲を聴

きくらべるのもいいですね。

窪田　ぼくポール・ジャクソンと

か、あのベースをどうやったら足

でできるんだろうとか、それはよ

く研究しましたね。

 では、エレクトーン奏者への、

ベーシストとしてのアドバイス

をいただけますか？

須藤　すごく一般的なベースラ

インでも、歌い方を研究すると、

けっこう楽しいですよ。どういう

リズムの取り方をするかとか。

窪田　ベースという楽器を好き

になってほしいですね。その楽

器の良さがわからないと、やっぱ

りいい演奏はできないと思いま

す。あと、譜面に書いてあるベー

スラインを弾くことも大切です

けど、コードを見て、そのコード

に対してどうしてこのベースな

のか、ということを考えるのも、

大切だと思いますね。

ベ
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特集

エレクトーンと言えば“ベース”

ですが、足で演奏するがゆえ

に、なかなか思うように弾けな

い…という声も聞こえてきます。

そこで今月は、“ベース”について、

いろいろな角度から取り上げて

いきたいと思います。

まず初めは、窪田宏さんとベーシ

ストの須藤満さんのベース対談

をお届けしましょう。おふたりの

ベースへのこだわりや思い、ベー

スラインの作り方など、興味深い

お話がたくさん出てきますよ！

また12ページからは、皆さんの

悩みにプレイヤーや講師の皆さ

んがお答えします。ぜひ、参考

にしてくださいね。
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須藤 満
（すとう・みつる）高校からベースを始め、大
学 在 学 中 の 86 年 に THE SQUARE（ 後 の
T-SQUARE）に加入、2000年まで14年間在籍、
バンドのボトムを支え続けた。グループ脱退後
は、自己の活動のほか、TRIX、KORENOS、秀
景満などをはじめとするさまざまなユニットでも
精力的に活動を展開している。

窪田 宏
（くぼた・ひろし）79年からプロとして活動を始
め、84 年に『THE ELECTRIC FUTURE』でデ
ビュー。その後エレクトーン奏者、キーボード奏
者、作編曲家として活躍し、数多くのリーダー・
アルバムをリリース。現在も自己の活動のほか、
TRIX、KK JAMといったグループのメンバーと
しても精力的に活動している。
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